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（3） 舘知宏 ,「四辺形メッシュに基づく剛体折紙デザイン手法」, 『シミュレーション　第 29 巻　3号　24-29』, 2010
6 1 章1-6-1 折紙に関する研究
折紙の工学的・デザイン的利用の可能性を広げようとする研究が盛んになっている。代表
的な研究者に舘 知宏氏や三谷 純氏などがあげられる。





























































































[4] 山田学 , 「解説 1機構の基本要素」, 『機械設計 第 54 巻 第 3 号 , p18』, 日刊工業広告社 , 2010










































(4) 渡辺克己 , 「みんなの機構学 (2) 飛び出す絵本の仕掛け (その 2)」, 『機械の研究 64(2), 159-165』, 養賢堂 , 2012
2-2 基礎的な機構について
2-2-1 用語の定義及び説明
　平面リンク機構は (図 5) のように機構全体及び部材が極限に薄くても運動が成立する


































図9 ミウラ折における最小構成とリンク機構 図10 剛体折
2-2-2 折紙の機構
[6] 舘知宏 ,「四辺形メッシュに基づく剛体折紙デザイン手法」, 『シミュレーション　第 29 巻　3号　p24』, 2010
15 ２章






































































































条件 5．一番外側（軸線の数が 3本の場合、軸線１と軸線３。軸線の数が 4本の場合、軸


















































線の距離は一定である。(図 13) のように機構を構成する 4つの面を a・b・c・dとする。
機構を構成する 4つの面はそれぞれ隣接する他の 2面と折線を共有している。またそれぞ
れの面は折線を共有しない面が存在しこれを対面とする。(図 13) で示すと面 aは面 d、
面ｂは面 cの関係が対面である。切込を有する折紙が平坦に折り畳まれるにはそれぞれの
面がもつ 2本の折線間の距離が対面と等しい場合に成り立つ。(図 14) が示すように

















































































条件 5．一番外側（軸線の数が 3本の場合、軸線１と軸線３　軸線の数が 4本の場合、軸

























いて交わる。(図 15) のように機構を構成する 4つの面を a・b・c・dとする。すべての折
折線の軸線が交わる１点を中心に見てみると (図 16) 切込を有する折紙の構成は、切込の



























































[7] 曽根朋久、鈴木啓祐、川口健一、大家俊治 , 「リユース可能な展開型アーチ構造物の開発と展開実験に関する研究」
　 『日本建築学会大会学術講演梗概集（東北）, P805』,2009





























































































































































































































































































　(図 49) は ( 図 50) の図形を垂直の中心線で反転させたものである。２つの機構は構成
を反転させたものであるから、内側の 2枚の三角形面を除いた外側 2面の動きは重なるは






































































③図形の外周上に (図 57) のように点 A,A’,B,B’を配
置する。この時、図形が折り畳み切るには "∠" APP’と
∠BPP’および∠A’P’Pと∠B’P’Pのなす角度が等し
くなければならない。線分 AP と線分 A’P’の交点に点
M、線分 BP と線分 B’P’の交点に点 Nを配置する。
④点 M,N を結ぶように切れ目を入れ、線分 A’M・線分








　(図 58) のように Aと A’、Bと B’が図形の外周上で重なる場合、線分 AP 上に M、線分
AP’上に M’,線分 BP 上に N, 線分 BP’上に N’を配し、点 M’,M,N’,N を通る線で切れ
目をいれるか、点 M’,N と点 M,N’を結ぶ線で切れ目を入れることで折り畳むことが可能
　(図 59) のように点 P,P’が図形の外周上より内側にある場合、点 A’,B’,B を通る外
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